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ハ ト ム ギ の 水 田 移 植 栽 培 法

第 3報  窒素施肥法と生育収量

千葉 泰弘 ・ 新 田 政司 ・ 遠 藤 征彦・ 高橋 康利*・ 新毛 晴夫
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1ま え が き

ハ トムギは湿田でも育つ作物であることから,転作作物

の一つとして期待されると同時に,健康食品としての商品

開発もすすめられており,今後とも需要の増加が見込まれ

ている。

前報までに,ハ トムギの機械移植栽培法と収穫法につい

て報告した。本報では機械移植栽培法を前提とした場合の

育苗期間の施肥法及び本田栽培での窒素施肥法について報

告する。

2試 験 方 法

(1)育苗試験

1)供試品種 : 中里在来。

a播種期 : 昭和57年 5月 4日 。

0播種量 : 乾燥種子 150みノ箱 0く稲用育苗箱・有孔)

0出芽方法 : 30C,48時間加温出芽

い保温様式 : ハウス内トンネル方式

●試験区の構成 : 土壌の種類 (火山灰土,沖積土),

置床施肥の有無,箱内施肥量 (3段階 )を組合せ計

12区で構成。

表 1 施肥法と苗の生育 (昭和57年 農試本場)

0)圃場試験

1)農試本場 (昭和57年 )

① 土壌型 厚層腐植質多湿黒ボク土 (高梨統)

②供試品種 中里在来

③播種期 5月 6日 ,150夕/箱 (水稲用育苗箱)

④移植期 6月 1日 , 1株 2本植え,手植え

⑤栽植密度 40昴 X20", 125猜/2/

⑥ 試験区の構成 N劇巴4段階 (0,05,10,15
協″ )と追肥時期を組合せて12区で実施。

"農
試県南分場 (昭和57年 )

① 土壌型 細粒褐色低地土,斑紋あり (江刺統)

② 供試品種 徳田在来

③播種期 4月 26日 , 150′/箱

④移植期 5月 17日 , 1株 2本植え

⑤栽植密度 50昴 ×21昴, 95機/″

⑥試験区の構成 N劇巴2段階 (025,0519/a)

と追肥時期,量を組合せ5区で実施。

3 試 験 結 果

(1)育苗試験

育苗試験の結果を表 1に示した。火山灰土,沖積土いず
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れも,置床施肥の有無による生育差は明確でなかった。ま

た,箱内施肥量の検討では,無施肥区は草丈,地上部乾物

重が小さく,葉色も淡くなった。一方,N2夕 施肥区は火

山灰土,沖積土いずれ も生育が旺盛ではあるが,育苗期間

中の温度管理が適切でない場合 (高温管理)や育苗日数が

長すぎた場合.徒長芭になる危険性が高く,田植機適応性

が劣る。以上により,草丈13～ 18勒 ,葉数 20～25葉を目

表2 窒素施肥法と生育,収量 (昭和57年 ,農試本場)

注 基肥の P・05,COは ,共通で20520均‰ ,陽015″/0。

●)圃場試験

本試験に先立ち実施した三要素用量試験において,生育,

収量に最も影響を与えた要素は窒素であり,こ こでは窒素

施肥法を中心に検討した。その結果を表 2に示した。基肥

量が少ない区 (0～ 05″‰ 基肥区)よ りも,多 い区 (10～

15じる 基肥区)の方が初期生育がまさり,出穂期も1～

2日 早まった。また,追肥時期の検討では,出穂始期追肥

(8月 12日)は移植後 1か月追肥よりも草丈が短く,着粒

数が多く,多収となった。ハ トムギの収穫作業上,拝が長

いことは作業能率,精度を著しく低下させる原因であるこ

とから,機械収穫を前提とした実取り栽培には,出穂始期

追肥の方が好ましい。更に,出穂始期追肥において,硫安

とNK化成の肥料の種類による肥効について検討したが
,

生育,収量とも,明確な差は認められなかった。また,本
試験における三要素吸収量 (夕/の はN06～10,P205
04～07,Ю005～ 09であった。

農試県南分場の試験結果 (表 3)で も基肥窒素025～05
ta/aと 出穂始期追肥 (025～ 0 5 ta/a)を組合せることに

標とした場合,箱内施肥量は水稲慣行の半量 (火 山灰土N
10~P20515-K20-10,/4僣 , 沖積土N10-P20510
-K20109ん )で充分であり,置床施肥の必要性は認め

られない。従って,育苗箱も水稲稚苗用無孔箱,中苗用有

孔箱のどちらの使用も可能である。その際,育苗日数は20

～25日 を要する。

注 基肥じ0510,κ010(ンの

より,殻実重 351～ 3954/cの多収を得た。

以上の結果より,ハ トムギの基肥量は地域の水稲並の施

肥量とする (農試本場N10-20520-κ 015りそ,農

試県南分場N04～ 05-30510~K20100/a)。  追肥

は稗を比較的伸長させず,粒数を確保し,多収が期待でき

る出穂始期にN成分 04～ OStれ を施用する。なお追肥

の際,肥料効率を高め,肥料ヤケを防ぐため,洪水状態で

株元に条施する必要がある。
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表3 窒素施肥法と収量 (昭和57年,農試県南分場)
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